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第第 11 66 22回回 神神 奈奈 川川 県県 臨臨 床床 外外 科科 医医 学学 会会 集集 談談 会会  

ププ ロロ ググ ララ ムム 

 

日 時：令和7年2月８日（土）午後2時00分～ 

            場 所：神奈川県総合医療会館7階講堂 

                （横浜市中区富士見町3-1 ℡045-241-7000） 

 

 

開会の辞 当番世話人 日本医科大学武蔵小杉病院 谷合 信彦 （14:00-14:05） 

 

 

レジデントプレゼンテーション（発表4分 質疑応答2分） 

セッション１（14：05－14：35） 

座長：済生会横浜市南部病院 虫明 寛行 

 

１． 右鎖骨下動脈起始異常を呈する食道癌患者に対して胸腔鏡下腹腔鏡下食道亜全摘術を施行した１

例 

   川崎市立川崎病院 外科 

     ○田村 佳緒（たむら かお），小倉 正治，近藤 航太，樋口 裕之，中間 麻矢子，菊池 直

哉，蛭川 和也，三島 江平，菊池 弘人，和多田 晋，萬谷 京子，市東 昌也 

 

２． 腹腔鏡下脾臓摘出術を施行した脾sclerosing angiomatoid nodular transformation(SANT)の一例 

  済生会横浜市南部病院 1外科 2病理診断科 

     ○田中百香1（たなか ももか）、豊田純哉1、上田倫夫1、小林美駒1、福田桃子1、大野祥一郎1、 

    坂口裕介1、窪田硫富人1、木下颯花1、三宅益代1、本庄優衣1、中園真聡1、土田知史1、長谷川 

    誠司1、村上あゆみ2、虫明寛行1 

 

３． 術後7年9ヶ月後に広範な転移再発をきたしたpStageⅠB胃癌の1例 

     藤沢市民病院 1消化器外科 2救急外科 3病理診断科 

   ○飯山慧1（いいやま けい）牧野洋知1、棚田桃加1、本田祥子1、中島兆子1 、岩井美穂2、竹之内

晶1、伊藤慧2、堀達彦1、千田圭悟1、南裕太1 、江中牧子1、岡智2、山岸茂1 

 

４．左付属器に穿通したS状結腸憩室炎に対し手術治療を行った一例 

     独立行政法人国立病院機構相模原病院 1外科 2病理診断科 

     ○吉田万里安1（よしだ まりあ）, 大泉陽介1, 杉山裕香1, 須藤有1, 鶴丸裕司1, 桑野紘治1, 大

越悠史1,飯塚美香1, 坂本友見子1, 森谷宏光1, 二渡信江1, 旗手和彦1, 金澤秀紀1, 本多将吾2, 齋

藤生朗2, 堀田綾子2 

 

５． 術前診断し腹腔鏡で有効に治療し得たS状結腸間膜窩ヘルニアの1例 

     横浜市立市民病院 消化器外科 

○相羽弘貴(あいばひろき) 清水康博 武井将伍 山本淳 田中優作 薮野太一 望月康久 

 

レジデントプレゼンテーション 

セッション２（14：35－15：05） 

座長：伊勢原協同病院 外科 柏木 浩暢 

 

６． S状結腸間膜窩ヘルニアに対して腹腔鏡下ヘルニア修復術を施行した1例 

     聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 

     ○小川敦博（おがわ あつひろ) 久恒靖人 樋渡正樹 塚本芳嗣 井田圭介 小泉 哲 民上真 

   也 大坪毅人 

 

７． 局所進行上行結腸癌に対して術前Pembrolizumab療法を行い病理学的完全奏効が得られた1例 

     平塚共済病院 外科 
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   〇常松隼人（つねまつ はやと） 廣瀬拓哉 関口紘平 鶴雄斗 田中雄也 遠藤和也 上岡祐 

    人 中山博貴 菅野伸洋 山仲一輝 羽鳥慎祐 谷和行 

 

８． 肺癌治療中に診断した退形成性膵癌の一例 

     平塚市民病院 1臨床研修指導室、2平塚市民病院 外科、3慶應義塾大学病院 病理診断科 

     ○今泉 光人1（いまいずみ てると）、高野 公徳2、米山 公康2、葉 季久雄2、本郷 久美子2、藤崎 洋人
2、山ノ井 一裕3、金子 靖2、田島 佑樹2、林 啓太2、原 明日香2、西村 英理香2、室井 貴子2、中川 基

人2 

      

９． 空腸壊死を来した門脈血栓症の一例 

     社会医療法人社団三思会 東名厚木病院 消化器外科 

     ○國重 祐太（くにしげ ゆうた）田澤 賢一 木村 七菜 深澤 美奈 神山 公希 高坂 佳宏 

    小島 淳夫 山下 巌 藤井 努 

 

10． イレウス管による腸管減圧後、腹腔鏡下に修復した子宮広間膜裂孔ヘルニアの1例 

     神奈川県厚生連 伊勢原協同病院 外科 

○酒井帆乃花（さかい ほのか）、 柏木浩暢、岸田憲弘、氣賀澤悠、西岡道人、壁島康郎 

 

レジデントプレゼンテーション 

セッション３（15：05－15：41） 

座長：独立行政法人国立病院機構相模原病院 外科 大泉陽介 

 

11． 診断に難渋した胃原発巨大GISTの一例 

     日本医科大学武蔵小杉病院 1消化器外科 2病理診断科 

     ○島村 和子1（しまむら わこ）山際 亮1 三島 圭介1 松谷 毅1 水谷 聡1 許田 典男2 

谷合 信彦1 

 

12． 診断に苦慮した胃粘膜下腫瘍の１例 

     独立行政法人国立病院機構相模原病院 1外科 2病理診断科 

   〇古迫淳哉1（ふるさこ じゅんや）、1森谷宏光、1杉山裕香、1須藤有、1鶴丸裕司、1桑野紘治、1

大越悠史、1大泉陽介、1飯塚美香、1坂本友見子、1二渡信江、1旗手和彦、2本多将吾、2齋藤生朗、2

堀田綾子、1金澤秀紀 

 

13． ERCPによる医原性十二指腸穿孔に対して開腹穿孔部閉鎖術を施行した一例 

     藤沢湘南台病院 1外科、2横浜市立大学附属病院外科治療学教室 

     ○古谷美来1（ふるや みく）、1古山和樹、1船岡健太郎、1小野由香利、1高村卓志、1鈴木紳祐、1

伊藤麻衣子、1五代天偉、1熊切寛、1鈴木紳一郎、2齋藤綾 

      

14． Double protectors法で単孔式胃内手術を施行した胃噴門部前壁内腔発育型GISTの1例 

    社会医療法人社団三思会 東名厚木病院 1消化器外科, 2病理診断科 

     ○若林 健治1（わかばやし けんじ） 1田澤 賢一 1国重 佑太 1深澤 美奈 1山野 格寿 1神山 公希    
1高坂 佳宏 2加藤 優子 

 

15． 直腸癌術後の吻合部閉塞に対し磁石圧迫吻合術を施行し開通し得た一例 

     けいゆう病院 外科 

○和田 眞季（わだ まき）、西 知彦、北野 大介、武井 啓剛、後藤 愛、西原 佑一、松

田 睦史、須賀 淳、麻賀 創太、関 博章、坂田 道生、嶋田 昌彦、松本 秀年 

 

16． VPシャント感染に併発した汎発性腹膜炎の１例 
     海老名総合病院 外科 

○品田真菜（しなだ まな） 宮地 孟、松永 龍、去川秀樹、矢澤直樹、志村国彦、根本 洋、

宮前 拓 
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― 休  憩 （10分）― 
 

 

要望演題「こんなときどうする？―治療法に悩む症例・疾患―」（発表５分 質疑応答・討論５分） 

セッション１（15：51－16：31） 

座長：湘南鎌倉総合病院 外科 藤井 正一 

 

１. ICG蛍光ガイド下で胆嚢管を確認し安全に腹腔鏡下胆嚢摘出術(LC)を施行し得た1例 

     帝京大学医学部附属溝口病院 外科 

     ○犬竹平（いぬたけ たいら）貝沼 雅彦、小泉 彩香、茂原 富美、金城 信哉、南角 哲俊、 

    山﨑 健司、髙島 順平、杉本 斉、藤本 大裕、黒田 浩章、三浦 文彦、小林 宏寿 

 

２. Kugel法施行後に腹膜前腔出血をきたし再手術を要した一例  

     湘南鎌倉総合病院 外科 

     ○分部茉奈（わけべまな） 坂本有輝也 水嶋由佳 神人将 数納祐馬 伊藤慎吾 細田桂  

    下山ライ 藤井正一 

 

３.  急性胆管炎合併の急性胆嚢炎に対する早期LCの試み 

     平塚市民病院 外科 

     ○藤崎洋人（ふじさきひろと）, 高野公徳, 大沢桃香, 松尾一優, 大谷理紗, 渡部希美, 松波光志朗, 

室井貴子, 西村英理香, 原明日香, 林啓太，田島佑樹, 金子靖, 本郷久美子, 葉季久雄, 米山公康, 

中川基人 

 

４.  肝腫瘍と術前診断した横隔膜腫瘍の1例 

     聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 

   ○藤塚航陽（ふじつか こうよう） 井田圭亮 小川敦博 土橋篤仁 小林慎二郎 小泉哲 大

坪毅人 

 

要望演題 

セッション２（16：31－17：01） 

座長：川崎市立川崎病院 外科 三島 江平 

 

５.  治療に難渋した胆管十二指腸瘻を伴う出血性十二指腸潰瘍の1例 

川崎市立川崎病院 外科 

○樋口裕之（ひぐち ひろゆき）、三島江平、近藤航太、中間麻矢子、菊池直哉、蛭川和也、 

 菊池弘人、小倉正治、萬谷京子、和多田晋、市東昌也 

 

６.  PD術後の仮性動脈瘤腸管内穿破の1例 

     横浜市立大学医学部 消化器・腫瘍外科学 

○金睿婉（きむ いぇわん），三宅謙太郎，吉川雄祐，日詰茉由，佐原康太，菊池祐太郎，藪下泰宏，

澤田雄，本間祐樹，松山隆生, 遠藤格 

 

７.  心臓弁膜症手術時に挿入・留置された脱血用カテーテルにより肝穿孔を生じた1例 

     聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 

○有福 厚孝（ありふく ひろたか）小泉 哲、梅澤 早織、樋渡 正樹、井田 圭亮、土橋 篤仁、小林 慎 

 二郎、大坪 毅人 

 

 

― 休  憩 （10分）― 
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特別講演（17：11－18：11） 

 

座長：日本医科大学武蔵小杉病院 院長 消化器外科教授 谷合信彦 

 

『低侵襲肝切除のこれまでこれから 

  ～ロボット手術時代のサージャリーミックスを考える～』 

講師 東京科学大学 肝胆膵外科学分野教授 伴 大輔 先生 
 

 

 

レジデントプレゼンテーション 表彰（18：11－18：16） 

 

 

 

閉会の辞             (18:16-18:20) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


